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地
方
行
政
は
、
自
己
決
定
権
の
拡

充
や
、
国
と
地
方
の
税
財
政
構
造
改

革
な
ど
、
自
治
体
へ
の
権
限
と
責
任

の
拡
大
に
向
け
、
か
つ
て
な
い
変
革

の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
今
ま
で
の
中
央

集
権
型
・
行
政
主
導
型
か
ら
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
考
え
、

町
民
と
行
政
が
協
働
し
て
、
独
自
性

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ

く
り
を
行
う
「
自
主
、
自
立
」
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、「
町
民
の
皆
様
と
情
報
を

共
有
し
、
わ
た
く
し
自
身
の
言
葉
で

語
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
町
民
の
皆

様
と
直
接
対
話
し
、
力
を
合
わ
せ
、

清
潔
で
公
正
か
つ
透
明
性
の
高
い
町

政
の
実
現
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

に
向
け
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
使
う
よ
う
、
こ
れ
ま

で
の
施
策
体
系
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
の
あ
り
方
を
一
か
ら
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
、「
第
３
次
行
政
改

革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
不
退
転
の
決

意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
簡
素
か
つ
効
率
的
な
行
政

の
推
進
に
向
け
た
事
務
事
業
の
見
直

し
を
は
じ
め
、
新
た
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
な
ど
の
方
策
を
ま
と
め
た

「
第
３
次
行
政
改
革
実
施
計
画
」
を

策
定
中
で
あ
り
、
実
施
計
画
に
掲
げ

た
内
容
を
確
実
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
、
旧
国
府
町
・
旧

大
磯
町
が
合
併
し
て
満
５０
年
と
な
り

ま
す
。

　
合
併
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
り
大
磯

町
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
諸
氏
の

ご
努
力
に
感
謝
し
つ
つ
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
意
気
込
み
を
、
今
に
引

き
継
ぎ
「
町
民
の
皆
様
と
同
じ
歩

調
、
同
じ
目
線
」
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
根
幹
を
な
す

町
税
が
、
雇
用
環
境
や
所
得
環
境
が

悪
化
し
た
こ
と
や
地
価
の
下
落
に
よ

り
減
少
し
、
ま
た
、
地
方
交
付
税
が

大
き
く
減
額
と
な
っ
た
こ
と
で
、
前

年
以
上
の
収
入
が
見
込
め
ず
、
以
前

に
も
増
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
、
根
本
的
に
事
業
の

目
的
、
効
率
性
、
妥
当
性
を
再
検
証

し
、
徹
底
し
た
見
直
し
を
図
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
人
件
費
を
は
じ
め

と
す
る
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
抑

制
に
努
め
ま
し
た
が
、
各
種
扶
助

費
、
公
債
費
、
繰
出
金
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
財
政
運
営
が

硬
直
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
山
積
み
に

な
っ
た
課
題
に
対
し
メ
リ
ハ
リ
を
付

け
た
配
分
を
し
、
諸
施
策
を
確
実
に

推
進
す
る
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

　
消
防
・
救
急
体
制
で
は
、
昨
年
度

に
更
新
し
た
緊
急
通
信
指
令
装
置
に

よ
り
緊
急
通
報
や
情
報
収
集
を
迅
速

か
つ
的
確
に
行
う
と
と
も
に
、
救
命

率
向
上
を
目
指
し
救
急
救
命
士
を
養

成
し
、
救
急
体
制
の
充
実
・
強
化
に

努
め
ま
す
。

　
防
災
対
策
で
は
、
防
災
行
政
無
線

の
改
善
や
移
動
携
帯
型
無
線
機
を
購

入
し
、
情
報
伝
達
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
地
域
防
災
計
画
や
総
合

防
災
訓
練
の
見
直
し
を
行
い
、
防
災

体
制
の
整
備
、
防
災
意
識
の
高
揚
に

努
め
ま
す
。

　
防
犯
対
策
で
は
、
モ
デ
ル
地
区
の

設
定
や
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
的

な
巡
回
な
ど
、
地
域
と
の
協
働
作
業

に
よ
る
意
識
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
対
策
で
は
、「
敬
老
年
金

制
度
」に
変
わ
り
、
町
内
で
使
え
る

地
域
商
品
券
を
「
敬
老
祝
金
品
」
と

し
て
節
目
支
給
す
る
制
度
を
、
ま
た

新
た
に
「
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
施
術
費
助
成
制
度
」
や
外
出
が

困
難
な
方
の
た
め
に
「
理
美
容
サ
ー

ビ
ス
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
介
護
支
援
対
策
で
は
、「
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
促
進
を

図
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
在
宅
福
祉
支
援
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

　
障
害
福
祉
で
は
、「
障
害
者
福
祉

計
画
」を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
支

援
費
制
度
に
よ
る
各
種
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
や
相
談
体
制
の
強
化

な
ど
、
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
小
児
医
療
費

助
成
制
度
の
通
院
助
成
対
象
年
齢
を

就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
に
基
づ
く
地
域
行
動
計
画
を

策
定
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
方
針

を
定
め
ま
す
。

　
住
宅
福
祉
で
は
、
町
営
住
宅
建
て

替
え
に
向
け
「
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

総
合
活
用
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
医
療
で
は
、
夜
間
一
次
救
急
の
受

入
時
間
を
午
後
５
時
か
ら
に
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
営

助
成
を
引
き
続
き
行
う
な
ど
、
医
療

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
人
権
で
は
、
偏
見
や
差
別
の
な
い

思
い
や
り
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
を
築

２

平
成
１６
年
度
　

施
　
政
　
方
　
針

　
平
成
１６
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
三
澤
町
長
は
今
年
度
の

町
政
運
営
の
基
本
方
針
及
び
主
要
施
策
に
つ
い
て
「
施
政
方

針
」
と
し
て
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

平
成
１６
年
度
予
算
に
つ
い
て



い
て
い
く
た
め
、
啓
発
活
動
を
中
心

に
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
人
権
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
市
街
地
整
備
で
は
、
良
好
な
住
環

境
を
維
持
、
形
成
す
る
た
め
都
市
計

画
制
度
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　
道
路
整
備
で
は
、
幹
線
２３
号
線
・

２６
号
線
・
２８
号
線
・
３０
号
線
の
整
備

事
業
や
国
府
本
郷
４４
号
線
・
国
府
本

郷
西
小
磯
１
号
線
・
西
小
磯
７２
号
線

の
改
良
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
浜

岳
川
付
橋
や
血
洗
川
の
河
川
改
修
事

業
も
行
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
で
は
、
大
磯
３８
―
１

汚
水
幹
線
整
備
や
汚
水
枝
管
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
第
３
期
事
業
認

可
区
域
拡
大
に
向
け
事
業
認
可
設
計

委
託
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
自
然
環
境
で
は
、「
環
境
基
本
計
」

画
に
基
づ
く
実
施
計
画
を
策
定
し
、

自
然
環
境
の
保
全
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
松
食
い
虫
被
害
対
策
と
し
て
、

樹
幹
注
入
や
伐
採
業
務
な
ど
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

　
大
磯
運
動
公
園
で
は
、
本
年
度
に

全
面
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
幅
広

い
層
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
運
営

し
て
行
き
ま
す
。

　
環
境
保
全
で
は
、「
生
活
排
水
処

理
基
本
計
画
」
の
中
で
、
合
併
処
理

浄
化
槽
に
対
す
る
助
成
や
河
川
の
水

質
保
全
な
ど
の
方
針
を
定
め
て
い
く

と
と
も
に
、
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

中
心
と
し
た
啓
発
に
よ
り
美
化
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
未
然
防
止
と
早
期
対
応
に
努
め
ま

す
。

　
ご
み
処
理
対
策
で
は
、
ご
み
の
排

出
抑
制
、
資
源
化
を
目
指
し
「
ご
み

減
量
化
推
進
員
制
度
」
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、「
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店

制
度
」
を
活
用
し
た
ご
み
の
発
生
抑

制
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　
文
化
事
業
で
は
、「
文
化
祭
」
や

「
こ
ゆ
る
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
引
き

続
き
開
催
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
で
は
、「
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
な
ど
、
講
座

内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、「
チ
ャ
レ

ン
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４
」

を
大
磯
運
動
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
体
育
協
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
団

体
と
連
携
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
図
り
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
、

開
館
時
間
を
９
時
３０
分
か
ら
に
す
る

こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
大
磯
・
国
府
両

小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
す
る
と

と
も
に
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、「
部

活
動
地
域
指
導
者
」
を
募
り
、
部
活

動
の
支
援
強
化
を
図
り
ま
す
。「
大

磯
中
学
校
校
舎
等
改
修
事
業
」
は
、

今
後
の
財
政
状
況
や
工
事
費
等
か
ら
、

計
画
の
練
り
直
し
を
決
断
せ
ざ
る
を

得
ず
、「
大
磯
中
学
校
１
・
２
号
館

耐
震
・
改
修
工
事
」
と
し
て
基
本
・

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
観
光
・
産
業
で
は
、
観
光
や
産
業

振
興
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
地
域
活

性
化
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
様
と
一
緒
に
検
討
し
て
い
く
組

織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、「
歴

史
と
味
の
散
歩
路
」
の
方
向
指
示
板

を
増
設
す
る
な
ど
観
光
施
設
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
「
な
ぎ
さ
の
祭
典
」
や
「
別
荘
公

開
」
な
ど
の
各
種
観
光
事
業
や
「
鴫

立
庵
」
や
「
旧
島
崎
藤
村
邸
」
な
ど

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
町
観
光
協
会

で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

視
点
で
の
観
光
事
業
の
展
開
を
図
り

ま
す
。

　
工
業
・
労
働
で
は
、
勤
労
者
金
融

対
策
・
生
活
資
金
預
託
事
業
、
中
小

企
業
金
融
対
策
資
金
預
託
事
業
な
ど

を
継
続
し
、
労
働
者
に
対
す
る
助
成

制
度
と
商
工
業
の
経
営
の
安
定
化
を

図
り
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
事
業
や
水
田
農
業
経
営
確
立
対

策
事
業
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

農
業
団
体
な
ど
の
育
成
や
各
種
農
業

資
金
へ
の
利
子
補
給
を
行
い
、
農
業

経
営
の
安
定
化
と
農
業
振
興
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
農
と
み
ど
り
の
整
備

事
業
と
し
て
引
き
続
き
西
小
磯
東
地

区
の
農
業
生
産
基
盤
整
備
を
行
い
ま

す
。

　
畜
産
業
で
は
、
畜
環
境
改
善
に
対

す
る
補
助
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
畜

産
振
興
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、
漁
業
関
係
団
体
へ

の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
「
朝
市
」

や
「
大
磯
さ
か
な
ま
つ
り
」
を
開
催

し
漁
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
広
報
活
動
で
は
、
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
に
直
結
し
た
情
報
提
供
に
努
め
る

と
と
も
に
、「
町
議
会
の
テ
レ
ビ
放

映
」
や
「
町
例
規
集
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
」、「
職
員
出
前
講
座
」
の
開

始
な
ど
、
積
極
的
な
行
政
情
報
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

　
町
民
参
加
で
は
、
計
画
策
定
に
お

け
る
一
般
公
募
委
員
の
参
加
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
積
極
的
に
開
催

し
て
い
く
と
と
も
に
、「
町
民
対
話

集
会
」
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

　
行
財
政
運
営
で
は
、
大
磯
駅
前
に

夜
間
休
日
申
請
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、

申
請
手
段
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
や

「
岩
田
孝
八
記
念
室
内
競
技
場
」
の

開
館
時
間
の
延
長
や
年
末
年
始
を
除

く
全
日
開
館
の
実
施
や
、「
ふ
れ
あ

い
会
館
」、「
生
涯
学
習
館
」、「
郷

土
資
料
館
」
の
祝
日
開
館
を
行
い
ま

す
。

　
郷
土
資
料
館
で
の
企
画
展
や
大
磯

運
動
公
園
で
の
植
樹
祭
、
大
磯
の
風

景
な
ど
を
題
材
と
し
た
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
旧
野
村
研
修
所
跡
地
に
つ
い
て
は
、

大
磯
運
動
公
園
と
連
な
る
緑
地
帯
を

形
成
す
る
良
好
な
自
然
環
境
を
生
か

し
た
子
育
て
支
援
、生
涯
学
習
活
動
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
な
ど
、

様
々
な
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、一
般
開
放
を
行
う
と
と
も
に
検

討
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、
幅

広
い
層
の
方
か
ら
ご
意
見
や
お
考
え

を
伺
い
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
と
一

緒
に
有
効
利
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
今
ま

で
の
慣
習
を
変
え
て
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
、
柔
軟
な
発
想
と
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
、「
紺

碧
の
海
に
緑
の
映
え
る
住
み
よ
い
大

磯
」
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
◎
問
い
合
わ
せ企

画
室
　
�
２
０
５

豊
か
な
自
然
と
歴
史
が
調
和

し
た
風
格
あ
る
ま
ち

合
併
５０
周
年
特
別
事
業

生
産
性
豊
か
な
活
力
あ
る
ま

ち

そ
の
他

心
豊
か
な
教
育
と
香
り
高
い

文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

町
民
参
加
で
発
展
す
る
ま
ち

３



町税�
58.4％�

繰入金�
2.8％�

使用料及び手数料�
1.8％�

諸収入ほか�
3.6％�町債�

16.6％�
国庫支出金�
3.2％�

県支出金�
4.0％�

地方特例交付金�
2.5％�

その他�
7.1％�

　　　　　自

　主
　財

　源

　依存財
源

固定資産税�
25億3,240万円�
51.7％�

町民税�
21億9,701万円�
44.8％�

町たばこ税�
1億4,090万円�
2.9％�

軽自動車税�
2,584万円�
0.5％�

入湯税�
465万円�
0.1％�

れ、３月２５日、賛成多数で可決成立しました。一般会計
年比４．６％増）となっていますが、平成１６年度は※減税
額は４億６，９７０万円減の７５億５，０３０万円（前年度比５．９％

コーナー及び大磯町ホームページにて公開していますの

◎問い合わせ　財政課　内線２１５

会　計　名 予算額 前年度比（％）

一般会計
国民健康保険事業特別会計
老人保健特別会計
介護保険事業特別会計
下水道事業特別会計

８３億９，０００万円
２７億６，７００万円
２９億１，０００万円
１７億　１００万円
１６億８，８００万円

　４．６％増
　５．９％増
　２．１％減
１１．８％増
　４．５％増

合　　　計 １７４億５，６００万円 　４．３％増

会計別予算額

８３億９，０００万円

町 税 の 内 訳

歳　入

歳入の内訳

自主財源（自主的に収入することができる財源）
　町税（４９億８０万円）………………………町に納められた税金

　繰入金（２億３，１０９万円）基金（町の貯金）から引き出したお金

　使用料及び手数料（１億５，４２８万円）

　諸収入ほか（３億５５７万円）

依存財源（国や県等から交付される財源）
　町債（１３億８，９７０万円） ……………………………町の借金

　国庫支出金（２億６，８４４万円）…国から交付される補助金など

　県支出金（３億３，６７９万円）……県から交付される補助金など

　地方特例交付金（２億１，０００万円）

　　 …減税による町税減収の補てんとして国から交付されるお金

　その他（５億９，３３３万円）

※減税補てん債の借り換え
　減税補てん債とは、国の税制改革によって住民税の減税措置が行われた際に市町村の減収分を補てんする
ために発行を許可される起債（借金）です。平成７年度と平成８年度に発行した減税補てん債（合計８億
３，９７０万円）の借入条件として、平成１６年度に一括して元金を返済すると同時に同額を借り換えて、その
後１０年間で元金を返済するという契約になっています。

４



民生費�
21.4％�

総務費�
13.0％�

衛生費�
12.4％�

土木費�
11.6％�

公債費�
20.6％�

教育費�
10.0％�

消防費�
5.3％�

その他�
5.7％�

人件費�
29.4％�

公債費�
20.6％�

扶助費�
6.9％�

普通建設事業費�
3.8％�

物件費�
20.1％�

繰出金�
14.2％�

義務的�

補助費等�
2.9％�

その他�
2.1％�

その他�

投
資
的�

　３月議会定例会において、平成１６年度予算案が審議さ
は、前年度に比べ３億７，０００万円増額の８３億９，０００万円（前
補てん債の借り換えの年にあたるため、それを除く予算
減）となります。
　なお、その他の資料については、大磯町役場町民情報
でご覧ください。

歳出の内訳

民生費（１７億９，３９１万円）
　　　 ……………保育園や障害者、高齢者などの福祉の経費
公債費（１７億２，９６９万円）
　　　 ………………………町債（町の借金）の返済の経費
総務費（１０億８，８２２万円）
　　　 ……………住民登録や交通安全対策、選挙などの経費
衛生費（１０億４，０２６万円）
　　　 ………………………予防接種やごみ処理などの経費
土木費（９億７，２９２万円）
　　　 ………道路や河川、公園などの整備・維持管理の経費
教育費（８億３，７３１万円）
　　　 ………………小・中学校や社会教育などの運営の経費
消防費（４億４，９６３万円）
　　　………………………火災や災害、救急活動などの経費
その他（４億７，８０６万円）

一般会計

一般会計の内訳

歳出の性質別内訳

義務的経費（支出が義務づけられている経費）
人件費（２４億６，４１５万円）

　　　…………………………………職員の給与などの経費

公債費（１７億２，９６９万円）

　　　 ………………………町債（町の借金）の返済の経費

扶助費（５億８，１１３万円）

　　　 ………児童手当や高齢者、障害者への助成などの経費

投資的経費（支出の効果が資本として残る経費）
普通建設事業費（３億２，０６０万円）

　　　 ……………道路や学校などの公共施設を整備する経費

その他
物件費（１６億８，９１５万円）

　　　…消耗品などの購入や委託料などの
消費的経費

繰出金（１１億９，０８０万円）

　　　…他の特別会計へ支出される経費

補助費等（２億４，０２１万円）

　　　…団体等への負担金や補助金

その他（１億７，４２７万円）

歳　出

歳出の性質別内訳

５



一般会計・町民一人当りの予算額�一般会計・町民一人当りの予算額�

土木費…３０，０１１円�衛生費…３２，０８８円�総務費…３３，５６７円�

（平成16年4月1日現在の人口32，419人で算定）�

民生費…５５，３３５円� 教育費…２５，８２８円�

消防費…１３，８６９円�

公債費…５３，３５４円�

労働費…１，５６２円� その他…６，０８０円�農林水産業費…３，２９８円�商工費…３，８０７円�

25万8,799円�25万8,799円�

３

４

５

１，２２２万円

１４０万円

２９３万円

１，６７４万円

２３６万円

　障害児教育推進事業

　教育相談事業

●新小学校コンピュータ教育推進事業（新機種更新）
●新大磯中学校１・２号館耐震・改修事業（基本実施設計）
●新OISOチャレンジフェスティバル２００４事業

２４０万円

４２万円

１，４２８万円

６５３万円

１３０万円

６７万円

　文化祭開催事業

　文化推進事業（こゆるぎコンサート）

　町史編さん事業（「資料編近現代３」発刊）

　図書館コンピュータネットワークシステム推進事業

　旧野村研修所跡地の活用検討

●新部活動地域指導者謝金

１，６５０万円

２，６２４万円

１５２万円

１００万円

１２１万円

　町観光協会補助金

　農道整備事業（１件）

　畜産振興事業

　畜産環境改善補助金

　漁業振興事業

９７万円

３，０００万円

１，７４６万円

３，０００万円

３８１万円

　東海道大磯宿標示板・「歴史と味の散歩路」方向指示板設置

　勤労者金融対策・生活資金預託事業

　緊急地域雇用創出特別対策事業

　中小企業金融対策資金預託事業

　商工業活性化対策事業

３０万円

１３０万円

１３０万円

６９８万円

５，０５７万円

●新「大磯の風景」写真コンクール事業
●新夜間窓口ポスト設置
●新ふれあい会館等休日開館の実施
　住民基本台帳ネットワークシステム運営事業

　電子計算機維持借上事業

３２万円

１９６万円

３４２万円

１１４万円

７４万円

　情報公開・個人情報保護事業

　高度情報化推進事業

●新町例規集データベース化
●新町議会テレビ放映
　町民相談事業

６

度）ではまちづくりの目標として５つの柱を掲げています。
分類しました。

心豊かな教育と香り高い文化をはぐくむまち

生産性豊かな活力あるまち

町民参加で発展するまち

住みよい大磯」実現のために

重点施策　
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１

２

１億　７４８万円

１，１００万円

７９０万円

３，８９９万円

１２８万円

７２万円

１８０万円

２億６，０４７万円

１億８，７９７万円

２億７，０４６万円

４３２万円

１７万円

４８万円

　児童手当

●新一時保育・延長保育事業
　放課後児童健全育成事業

　小児医療費助成事業（就学前までに年齢引上げ）

　夜間一次救急負担金（診療時間の拡大）

　ドクターヘリ運営費負担金

●新町営住宅ストック総合活用計画策定委託
　国民健康保険事業特別会計繰出金

　老人保健特別会計繰出金

　介護保険事業特別会計繰出金

　人権・同和対策事業

　女性行政推進事業

　姉妹都市国際交流事業（高校生の交流）

３，３５０万円

１４０万円

２６６万円

９０万円

１９０万円

２億３，１４２万円

２，３１４万円

１００万円

４，８５９万円

１，０３６万円

１８万円

２７万円

１００万円

　消防緊急通信指令装置借上事業

　大型街頭消火器等維持管理事業

　救急救命士養成事業

●新防災行政無線既設設備調査事業
●新防災行政無線携帯型無線機購入事業
　障害者支援費支給事業

　心身障害者更正援護事業

●新障害者福祉計画策定委託
　保健福祉サービス事業

●新敬老祝品事業
●新高齢者理美容サービス事業委託
●新はり・きゅう・マッサージ等施術費助成事業
●新次世代育成支援対策行動計画策定委託

２，３２６万円

１９０万円

２２４万円

４億９，０１５万円

１４８万円

１５０万円

９，１４８万円

　大磯運動公園維持管理事業

●新大磯運動公園植樹祭事業
　松くい虫被害対策自主事業

　ごみ処理事業

　ごみ分別・減量化推進事業

　電動生ごみ処理機補助

　し尿処理事業

７，６７６万円

９，９３１万円

３００万円

１，６５６万円

１１億４，４２１万円

４億７，１９０万円

１０４万円

　町道等整備事業（８件）

　狭あい道路整備事業

　まちづくり基本計画策定委託

　生活交通確保対策事業

　公共下水道整備事業

　下水道事業特別会計繰出金

　みどり基金積立事業

「紺碧の海に緑の映える
大磯町第三次総合計画（平成８年度～平成１７年
この５つの柱に基づいて、今年度の重点施策を

平成１６年度

健康で安心してくらせるふれあいのまち

豊かな自然と歴史が調和した風格あるまち

７



事　　業　　内　　容

火災など災害時に出動する分団用消防車両や小型動力ポンプの更新・整備

救命及び社会復帰率の向上を図るため、救急救命士を養成

災害時の迅速な情報伝達を図るため、防災行政無線の調査や移動携帯型無線機を購
入

障害者関連施策を総合的に体系化し、具体的な施策や目標を盛り込んだ計画である
「大磯町障害者計画」を策定

老朽化の進んでいる町営住宅の再整備に向けた、ストック総合活用計画を策定

相談や交流、情報交換などの機能を兼ね備えた子育てを総合的に支援する施設の整
備

少子化社会に備えた施策を推進するため、定量的数値を定めた次世代育成支援対策
推進行動計画を策定

運動公園北側駐車場の連絡道路として整備

歩行者の安全を確保するため、東海大学大磯病院付近の歩道の整備

運動公園や野村研修所跡地への連絡道路等として円滑な交通を図るための、道路改
良整備

大磯３８－１汚水幹線及び汚水枝管の整備

一般廃棄物最終処分場の整備に向け、広域実現可能性調査等の検討

まちづくり条例に基づき、都市整備の個別計画である「まちづくり基本計画」を策
定

大磯駅のバリアフリー化のための整備に向け、ＪＲとの協議・調整

幹線道路としての機能拡充を図るための整備

校舎の耐震化を踏まえた実施設計・基本設計を行い改修

校舎の耐震診断、運動場の整備設計

野村研修所跡地の活用についての検討

血洗川上流部の灌漑排水路対策のため、環境に配慮した親水型護岸の整備

農地の有効利用、都市住民との交流を図るため、市民農園を整備

行政情報のネットワーク化の推進

効率的な人事管理のため人事評価システムを導入

効率的な行政運営を推進するため、事務事業などの行政評価システムを試行

事　業　項　目

消防車両等整備事業

救急救命士育成事業

防災行政無線更新事業

大磯町障害者計画策定事業

町営住宅建て替え事業

子育て支援センター事業

次世代育成支援対策推進行動計画策
定事業

国府本郷４４号線整備事業

町道幹２８号線改良事業

国府本郷西小磯１号線改良事業

公共下水道整備事業

最終処分場整備事業

大磯町まちづくり基本計画策定事業

大磯駅バリアフリー化整備事業

町道幹１６号線改良事業（その２）

大磯中学校校舎整備事業

国府中学校整備事業

野村研修所跡地活用検討事業

農とみどりの整備事業

市民農園事業

グループウエア整備事業

人事管理システム整備事業

行政評価システム事業

８

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯町町町町町町町町町町町町町町町町町町町第第第第第第第第第第第第第第第第第第第三三三三三三三三三三三三三三三三三三三次次次次次次次次次次次次次次次次次次次総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

　平成１７年度を目標とする大磯町第三次総合計画後期基本計画に定められた基本施策を計画的
かつ効率的に実施するため、具体的施策や事業を明らかにする平成１６年度～１７年度の２カ年の
実施計画を策定しました。実施計画は事務の効率的かつ適正な運用を図るため、計画期間内の
財政計画等を勘案し、毎年見直しが行われます。
　なお、平成１３年度～１４年度に計画した実施計画事業４８事業のうち７１％にあたる３４事業が計画
どおり実施されました。
　※年度別の事業概要、進行状況等、詳細については役場町民情報コーナー、図書館、国府支
所、町ホームページにてご覧いただけます。

◎問い合わせ　企画室　�内線２０５

実施計画（平成１６年度～１７年度）〔２３事業〕

平成１６年度～１７年度



（
☆
印
は
、
新
し
く
代
表
に
な
ら
れ

た
方
で
す
。
敬
称
略
）

☆
高
　
　
麗
　
　
片
　
野
　
佳
　
正

　
東
　
　
町
　
　
草
　
薙
　
精
　
一

　
長
　者
　町
　
　
関
　
野
　
恭
　
巨

　
山
　王
　町
　
　
大
　
木
　
芳
　
雄

　
神
　明
　町
　
　
関
　
野
　
好
　
一

　
北
　本
　町
　
　
木
　
村
　
　
　
實

　
北
　下
　町
　
　
岩
　
田
　
全
　
弘

　
南
　本
　町
　
　
宮
　
代
　
泰
　
知

　
南
　下
　町
　
　
南
　
　
　
　
　
博

　
茶
　屋
　町
　
　
渡
　
邉
　
武
　
美

　
裡
　
　
道
　
　
原
　
田
　
繁
　
雄

　
台
　
　
町
　
　
阿
部
川
　
　
　
勇

☆
西
小
磯
東
　
　
加
　
藤
　
敏
　
夫

☆
西
小
磯
西
　
　
渡
　
辺
　
　
　
正

　
中
　
　
丸
　
　
露
　
木
　
俊
　
夫

☆
馬
　
　
場
　
　
依
　
田
　
勝
　
也

　
国
府
新
宿
　
　
廣
　
瀬
　
利
　
郎

　
月
　
　
京
　
　
後
　
藤
　
　
　
勲

　
生
　
　
沢
　
　
小
早
川
　
隆
　
治

　
寺
　
　
坂
　
　
寺
　
生
　
　
　
修

　
虫
　
　
窪
　
　
二
　
宮
　
久
　
司

　
黒
　
　
岩
　
　
松
　
本
　
利
　
雄

　
西
　久
　保
　
　
小
　
島
　
　
　
弘

☆
石
　神
　台
　
　
小
　
川
　
　
　
晃

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
�
内
線
２
３
６

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象
者

　
昨
年
１２
月
１
日
か
ら
新
た
に

「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
不
在

者
投
票
は
、
外
封
筒
に
記
名
、

投
票
用
紙
を
内
封
筒
そ
し
て
外

封
筒
に
入
れ
て
と
手
間
が
か
か

り
ま
し
た
が
、
新
し
い
制
度
で

は
、
選
挙
当
日
と
同
じ
よ
う
に

直
接
投
票
用
紙
を
投
票
箱
に
入

れ
る
「
投
票
」
に
な
り
ま
す
。

（
下
図
の
と
お
り
）

　
な
お
、
投
票
日
に
は
２０
歳
に

な
る
が
前
日
ま
で
１９
歳
の
方
は
、

期
日
前
投
票
で
は
な
く
今
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
封
筒
を
使
用
す

る
不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
１６
年
３
月
１
日
か
ら
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
の

改
正
に
よ
り
、
そ
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
、
ま
た
、
代
理
記
載

人
１
人
に
投
票
に
関
す
る
代
理

記
載
を
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

代
理
記
載
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
※
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
さ
れ
る
方
、
又
は
代
理

記
載
制
度
を
活
用
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦

傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
次
の
等
級
に
該
当
す

る
方

　
介
護
保
険
の
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
で
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
５

に
該
当
す
る
方
（
新
）

　
代
理
記
載
制
度
に
適
用

さ
れ
る
方
（
新
）

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
の
対
象
者
で
さ
ら
に
次

の
等
級
に
該
当
す
る
方

※
各
種
申
請
用
紙
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
又
、
郵
便

関
係
に
つ
い
て
は
、
お
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
�
内
線
２
２
８

戦傷病者手帳

特別項症～第
２項症

特別項症～第
３項症

身体障害者手帳

１級・２級

１級・３級

１級～３級

両下肢機能障害・大幹
機能障害

心臓機能障害・じん臓
機能障害・呼吸器機能
障害・ぼうこう、直腸、
小腸の障害

免疫の障害（新）

戦傷病者手帳

特別項症～第
２項症

身体障害者手帳

１級
上肢又は視覚
の障害の程度

投
票
手
続
の
大
幅
な
簡
素
化

各
地
区
町
内
会
・
自
治

会
の
代
表
者
が
決
ま
り

ま
し
た

不
在
者
投
票
が
変
わ
り
ま
す

期
日
前
投
票

３

１

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

２

９



　
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
は
、
全
体

構
想
と
地
域
別
構
想
で
構
成
さ
れ
、

こ
の
た
び
、
全
体
構
想
の
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
な
お
、
全
体
構
想
素
案
で
は
、
現

況
、
課
題
及
び
目
標
等
を
、
原
案
で

は
、
整
備
方
針
等
を
入
れ
込
む
予
定

で
す
。

　
計
画
策
定
の
趣
旨
、
位
置
づ
け
、

構
成
及
び
役
割
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
歴
史
的
な
経
緯
、
町
の
特
性
、
ま

ち
づ
く
り
の
主
な
課
題
を
整
理
し
て

い
ま
す
。

１
　
大
磯
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
目

標

（
１
）基
本
理
念
と
目
標

�
基
本
理
念

　
　
「
豊
か
な
自
然
に
歴
史
・
文
化

が
薫
り
ほ
っ
と
す
る
素
敵
な
ま
ち

大
磯
」

	
目
標

　
・
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち

　
・
歴
史
が
重
層
す
る
ま
ち

　
・
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

　
・
特
性
を
活
か
す
産
業
の
ま
ち

（
２
）計
画
の
前
提

（
３
）将
来
の
都
市
構
造

�
都
市
構
造
の
基
本
的
な
考
え
方

　
　
将
来
の
都
市
構
造
は
、
現
在
の

都
市
構
造
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、

新
た
な
都
市
的
魅
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

	
都
市
構
造

　
　
拠
点
と
ゾ
ー
ン
と
軸
、
５
つ
の

土
地
利
用
地
域
及
び
骨
格
的
な
交

通
網
は
将
来
都
市
構
造
図
の
と
お

り
で
す
。（
図
１
参
照
）

２
　
大
磯
ら
し
さ
を
守
り
育
む
方
針

　
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
の
目
標
等
は
次

表
の
と
お
り
で
す
。（
表
１
参
照
）

　
全
体
構
想
素
案
は
、
役
場
１
階
ロ

ビ
ー
、
国
府
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
全
体
構
想
素
案
へ
の
意
見
・
提
案

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
意
見
等
の
提
出
先

　
ま
ち
づ
く
り
課

�
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

本
紙
裏
表
紙
を
参
照
　

�
持
参

　
役
場
２
階

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
提
案

は
、
こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
と

と
も
に
、
整
理
し
た
上
で
公
表
い
た

し
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々
の
意
見
・

提
案
に
直
接
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

個
人
は
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
を
、

法
人
は
、
法
人
名
、
所
在
地
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限

　
５
月
２８
日
（
金
）
ま
で

意
見
・
提
案
募
集

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
め
ざ

す
も
の

全
体
構
想

全
体
構
想
素
案

将来人口

３３，０００人

３３，０００人

３３，０００人

平成２２年度
（２０１０年度）
平成２７年度
（２０１５年度）
平成３２年度
（２０２０年度）

目　　標　　等
�基本方針
�自然環境のつながりを守り、活用するー自然ー　�町民生活を支える大磯らしいまちの中心をつくる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーまち中ー
�緑の多いゆとりある住宅地をつくるー住宅地ー　�活気のある農業集落地をつくるー集落と農地ー
�土地特性にふさわしい利用をするー土地条件ー
�土地利用方針
５つの土地利用地域ごとの土地利用方針
�住宅地（緑陰住宅地、低層住宅地、低中層住宅地、一般住宅地、集落住宅地、土地利用調整区域）　
�商業・業務地（商業地、業務地）　�工業・流通業務地（工業地、流通業務地）　�農業地
�自然環境保全地（自然生態保護地、防災保全地、里山環境保全地、環境緑地、海浜地、大規模公園）
快適に移動できる交通基盤の形成をめざします。
�交通網の整備　�安全性・快適性・利便性の確保
緑の基本計画の緑の将来像「広がる海と緑豊かな山が語り合うまち　大磯」の実現をめざします。
河川は、治水と河川環境の両機能を有する河道改修により、多自然型川づくりをめざします。
下水道は、計画区域全域を整備し、生活環境の向上と自然環境の保全をめざします。
健康で文化的な都市生活と機能的な都市活動の向上をめざします。
町民の住宅・住環境の質の向上をめざします。
�良質な住宅・住環境での豊かな生活　�大磯らしい住宅・住環境の形成
誰もが安心して生活することができる災害に強いまちをめざします。
�災害の危険を軽減する都市空間の創造　�災害を防御し安全な避難を可能とする都市構造の創造
�安全で快適な都市環境の創造
基本方針
�大磯らしさを「守り」、「育む」　�大磯らしい自然風景を「守り」、「育む」
�大磯らしい街並み風景を「守り」、「育む」　�歴史的・文化的価値のある「大磯らしさ」を「守り」、「育む」
�「大磯らしさ」を共有する　�様々な施策を組みあわせる
�拠点・ゾーンは、それぞれの地域にある大磯らしさを保全・活用した整備を進めていきます。
�重点地区の整備は、ものづくりだけでなく、地域の活動やソフト施策と合わせて行うことが必要であ
ることから、特に町民と行政との協働による取り組みを行います。
個々人の内心を将来像として具現化し、計画等によりその実現をめざします。

方　　針　　名

（１）土地利用の基本方針

（２）交通体系の整備方針

（３）緑地の整備方針

（４）河川・下水道の整備方針

（５）その他の都市施設の整備方針

（６）住宅・住環境の整備方針

（７）都市防災の方針

（８）大磯らしい風景の形成方針

（９）拠点・ゾーン及び重点地区の
整備方針

（１０）自治のまちづくりの方針

全体構想（素
案、原 案）・
地域別構想
（素案）

地域別構想
（原案）・計画
の策定

平成
１６年度

平成
１７年度

１０

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

表１　大磯らしさを守り育む方針

　
町
で
は
、
平
成
１８
年
度
を
初
年
度
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

計
画
で
、
町
の
土
地
利
用
計
画
の
基
本
と
な
る
と
と
も
に
、
総
合
計
画

を
支
え
る
都
市
づ
く
り
の
基
幹
的
な
個
別
計
画
で
す
。

第
３
章

要
旨第

１
章

策定スケジュール

第
２
章



　
次
の
日
程
で
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画

全
体
構
想
素
案
の
住

民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
下

表
参
照
）

　
本
年
度
は
、
地
域
別
構
想
の
作
成

に
取
り
か
か
り
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
大
磯
地
域（
高
麗
、
東
町
、
大
磯
）

�
小
磯
地
域
（
東
小
磯
、
西
小
磯
）

�
国
府
南
地
域
（
国
府
本
郷
、
国
府

新
宿
、
月
京
、
石
神
台
）

�
国
府
北
地
域
（
生
沢
、
寺
坂
、
虫

窪
、
黒
岩
、
西
久
保
）

　
地
域
ら
し
さ
の
保
全
と
創
出

◆
募
集
人
数
　
約
１６
名

◆
応
募
資
格

　
町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

◆
開
催
時
期

　
６
月
〜
７
月
に
か
け
て
、
各
地
域

と
も
３
回
開
催

◆
開
催
場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー
・
国
府
支
所

◆
応
募
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

性
別
、
希
望
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
名
称
を
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

又
は
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

◆
募
集
期
間

　
５
月
６
日（
木
）〜
５
月
２０
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
�
内
線
２
４
３

○
参
加
者
募
集

○
テ
ー
マ
（
共
通
）

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
名
称

（
対
象
と
な
る
大
字
）

■住民説明会日程表

住
民
説
明
会

会　　場

保健センター研修室

保健センター研修室

保健センター研修室

国府支所２階会議室

国府支所２階会議室

国府支所２階会議室

日　時

５月１３日（木）
１９：００～２０：３０

５月１４日（金）
１９：００～２０：３０

５月１５日（土）
１０：００～１１：３０

５月１６日（日）
１０：００～１１：３０

５月１７日（月）
１９：００～２０：３０

５月１８日（火）
１９：００～２０：３０

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

図１　将来都市構造図
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町
で
は
、
平
成
１４
年
度
に
、「
ご

み
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
ご

み
排
出
量
の
削
減
数
値
目
標
（
１０
年

間
で
１５
％
削
減
）
を
定
め
、
ご
み
の

減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
一

層
進
め
る
た
め
、「
お
お
い
そ
廃
棄

物
減
量
化
等
推
進
員
」
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

　
次
の
内
容
で
募
集
を
し
ま
す
の

で
、
ご
み
問
題
に
関
心
の
あ
る
町
民

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
応
募
人
数
　
１０
名
程
度

▼
応
募
資
格

�
大
磯
町
在
住
者
（
高
校
生
以
下
は

除
く
）

�
廃
棄
物
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
等

に
熱
意
と
見
識
を
有
す
る
方

�
ご
み
問
題
に
理
解
と
意
欲
の
あ
る

方
▼
活
動
内
容

�
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
切
な
処
理

の
普
及
啓
発
活
動

�
廃
棄
物
の
分
別
及
び
排
出
指
導

▼
活
動
期
間

　
委
嘱
さ
れ
て
か
ら
２
年
間

▼
募
集
期
間
　
５
月
１
日
〜
３１
日

▼
応
募
方
法

　
電
話
ま
た
は
、
直
接
環
境
美
化
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

�（
７２
）４
４
３
８

２～１３は
海岸清掃

　
町
ぐ
る
み
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
町
の
豊
か
で
美
し
い
郷
土
を

守
り
、
さ
ら
に
清
潔
で
住
み
よ
い

自
然
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
公

園
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
海
岸

な
ど
公
共
の
場
の
一
斉
清
掃
を
実

施
し
、
環
境
美
化
の
啓
発
と
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
毎
回
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て

大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
清
掃
区
域
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
地
区
ご
と
に
清
掃
区
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

※
荒
天
時
は
３０
日（
日
）に
延
期

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
�（
７２
）４
４
３
８

５
月
２３
日（
日
）　
午
前
７
時
か
ら

清　掃　区　域
花水川河川敷・高麗山ハイキングコース
行政境～大磯保育園下
大磯保育園下～北下歩道橋下
北下歩道橋下～照ヶ崎防波堤
照ヶ崎防波堤～鴫立川
鴫立川～大磯中学校西地下道
大磯中学校西地下道～白岩神社下地下道
白岩神社下地下道～小磯幼稚園下地下道
小磯幼稚園下地下道～西小磯老人憩いの家下地下道
西小磯老人憩いの家下地下道～不動川
不動川～ロングビーチ駐車場西側下
ロングビーチ駐車場西側下～ロングビーチテニスコート下地下道
ロングビーチテニスコート下地下道～行政境
不動川・馬場公園
御嶽神社・鷹取神社参道
八坂神社とその周辺
下田・富士見平（虫窪地区）
黒岩公民館・池之神社とその周辺
西久保福祉館・飯綱神社とその周辺
月京児童館・国府小学校付近道路・不動川河川敷
石神台町内公園とその周辺
大磯駅前広場及びその周辺

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２

１２

廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
員
を
募
集

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるる
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ペペペペペペペペペペペペペペペペペペペ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

障害者福祉計画策定委員を募集
　町では、本町在住の障害をお持ちの方が、地域において安心・
安全な生活が営めるように、平成１６年度に「大磯町障害者福祉
計画」を策定します。
　策定するにあたり、これからの町の障害者支援の計画を、障
害者団体の代表者や障害者福祉施設の代表者、保健福祉事務所
関係者と一緒に策定する委員を募集します。

�応募資格
・町内在住または在勤で、保健・福祉・教育・就労・住環境整
備などの障害者の生活課題についてご意見や関心のある方

・平日昼間の委員会に出席可能な方
※委員選出団体に関係のある方はご遠慮ください。
�募集人員
　２名程度
�任　　期
　平成１７年３月３１日まで　
　委員会は、平成１６年度中に３日開催予定
�応募方法
　住所、氏名、年齢、性別、障害者支援についてのご意見（２００
字～４００字程度）等を記入した所定の応募用紙を郵送又はＦＡ
Ｘでお送りください。
�送付先
　障害福祉センター「すばる」
　郵送：〒２５９－０１１１　大磯町国府本郷１１９６番地
　ＦＡＸ：（７３）１２８５
※応募用紙については、町ホームページからも取り出せます。
�締め切り
　５月２１日（金）
�選考基準と結果通知
　提出された障害者支援に対する意見の内容のほか、年齢・地
域などを勘案して選考し、６月初旬までに結果を通知します。
◎問い合わせ
　福祉課障害福祉班（障害福祉センター内）　�（７３）４５３０
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大
磯
町
歯
科
医
師
会
と
町
で
は
、

歯
の
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
と

し
て
、『
健
康
な
歯
づ
く
り
フ
ェ

ア
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
虫
歯
や
歯
周
炎
・
歯
石
の
有
無
・

噛
み
合
わ
せ
や
磨
き
方
な
ど
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乳
幼
児
期

か
ら
の
虫
歯
予
防
、
大
人
の
歯
周
炎

の
悪
化
を
防
ぐ
き
っ
か
け
に
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

�
と
　
き

　
６
月
５
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分

�
対
象
者

　
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

�
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

�
料
　
金
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
�
内
線
３
０
８

社
会
福
祉
施
設
産
休
等
代

替
職
員
の
登
録
に
つ
い
て

　
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
に
、
臨
時

に
採
用
す
る
代
替
職
員
の
登
録
を
実

施
し
ま
す
。

▼
登
録
の
対
象
者

　
県
内
に
居
住
し
、
以
下
の
資
格
を

持
つ
方
で
現
在
無
職
の
方
、
ま
た
は

社
会
福
祉
施
設
以
外
の
業
務
に
従
事

し
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
施
設
に
勤

務
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
方

�
保
育
士
・
看
護
師
・
保
健
師

�
介
護
員
・
児
童
生
活
支
援
員

�
寮
母
・
児
童
自
立
支
援
専
門
員

�
児
童
指
導
員
・
生
活
指
導
員

�
職
業
指
導
員
・
母
子
指
導
員

�
作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士

�
心
理
士
・
栄
養
士
・
調
理
員

▼
登
録
期
間

　
５
月
１７
日（
月
）〜
５
月
３１
日（
月
）

▼
登
録
方
法

　
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
子
育
て
介
護
課
に
提
出
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

�
内
線
３
０
５

消
防
緊
急
通
信
指
令

装
置
を
更
新

　
消
防
署
で
は
、「
健
康
で
安
心
し

て
く
ら
せ
る
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を

目
指
し
て
、
消
防
態
勢
の
強
化
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
消
防
の
中
核
と
な
る

最
新
鋭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
通
信

技
術
を
駆
使
し
た
「
消
防
緊
急
通
信

指
令
装
置
」
を
更
新
し
、
３
月
１
日

か
ら
運
用
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
１
１
９
番
の
受
付
か

ら
出
動
指
令
ま
で
を
迅
速
に
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
聴
覚
障
害
者
の
方
か
ら
の
１
１
９

番
通
報
に
対
応
で
き
る
緊
急
着
信
専

用
フ
ァ
ク
ス
装
置
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
通
常
の
フ
ァ
ク
ス
機
器
か

ら
１
１
９
番
通
報
に
よ
り
、
緊
急
専

用
フ
ァ
ッ
ク
ス
へ
入
電
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
１
９
番
通
報
は
、
次
の
要
領
で

お
願
い
し
ま
す
。

○
火
災
・
救
急
・
救
助
等
の
区
別

○
住
所
・
氏
名
・
目
標
物

○
要
請
内
容

　
い
ず
れ
も
、
緊
急
通
報
は
局
番
な

し
の
１
１
９
番
で
す
が
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
の
通
報
は
記
入
用
紙
を
挿
入
し

て
１
１
９
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
署

�（
６１
）０
９
１
１

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
、
季
節
や

天
候
の
変
化
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な

表
情
を
見
せ
る
「
大
磯
の
風
景
」
。

　
大
磯
に
あ
る
風
景
、
大
磯
か
ら

見
た
風
景
、
伝
統
行
事
、
人
物
、

自
然
、
動
植
物
や
と
っ
て
お
き
の

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
あ
な
た
の
お
気

に
入
り
の
「
大
磯
の
風
景
」
を
写

真
に
し
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
春
夏
部
門
」
と
「
秋
冬
部
門
」

に
分
け
て
、あ
な
た
の
好
き
な「
大

磯
の
風
景
」写
真
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
、
撮

影
時
期
、
撮
影
場
所
、
そ
の
風
景

に
対
す
る
思
い
な
ど
を
記
入
し
て

作
品
と
一
緒
に
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
１
人
５
点
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
賞
（
部
門
ご
と
に
）

　
最
優
秀
賞（
１
点
）賞
金
３
万
円

　
優
秀
賞
（
３
点
）
賞
金
１
万
円

　
特
別
賞
（
１
点
）
賞
金
１
万
円

　
入
賞
（
１０
点
）
　
粗
品

▼
作
　
品

�
作
品
は
１
枚
写
真
と
し
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

�
光
学
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
カ
メ
ラ
の
種
類
に
よ
る
部

門
分
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

�
サ
イ
ズ
は
、
六
つ
切
ま
た
は
Ａ

４
版
相
当
ま
で
と
し
ま
す
。

�
ト
リ
ミ
ン
グ
以
外
の
編
集
や
デ

ジ
タ
ル
処
理
は
お
断
り
し
ま
す
。

▼
締
切
り

　
春
夏
部
門

平
成
１６
年
９
月
１７
日（
金
）

　
秋
冬
部
門

平
成
１７
年
３
月
４
日（
金
）

▼
審
査
方
法
　
写
真
の
技
術
は
も

と
よ
り
、
そ
の
風
景
が
好
き
な
理

由
や
そ
の
風
景
へ
の
思
い
入
れ
、

希
少
性
、
印
象
力
な
ど
、
総
合
的

に
判
断
し
て
選
考
し
ま
す
。

▼
発
　
表
　

春
夏
部
門
　
平
成
１６
年
１０
月
上
旬

秋
冬
部
門
　
平
成
１７
年
３
月
下
旬

▼
そ
の
他

�
入
賞
作
品
の
版
権
お
よ
び
著
作

権
は
大
磯
町
に
帰
属
し
ま
す
。

な
お
、
被
写
体
な
ど
の
肖
像
権

に
関
す
る
責
任
は
作
成
者
本
人

に
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

�
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ

企
画
室
　
�
内
線
２
０
７

歯
の
衛
生
週
間

健
康
な
歯
づ
く
り
フ
ェ
ア

合
併
５０
周
年
記
念
事
業

『
大
磯
の
風
景
』写
真
を

募
集
し
ま
す
�

１３



　
急
速
な
少
子
化
の
進
行
、
家
庭

及
び
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
な
ど
、
子
育
て
環
境
は
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
１５
年
に
施
行
さ
れ
た
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
よ
り
、

町
で
は
、
平
成
１６
年
度
地
域
行
動

計
画
を
策
定
し
ま
す
が
、
策
定
に

あ
た
り
、
調
査
・
検
討
機
関
と
し

て
、
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
こ

れ
か
ら
の
町
の
子
育
て
支
援
の
計

画
を
策
定
し
て
い
く
た
め
に
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
場
合
、
希
望
に
よ
り
お
子

さ
ん
の
保
育
を
い
た
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

�
町
内
在
住
で
０
〜
１２
歳
の
子
ど

も
を
育
児
す
る
保
護
者
の
方

�
平
日
の
午
後
７
時
に
役
場
庁
舎

に
来
庁
で
き
る
方

▼
募
集
人
員
　
２
名
程
度

▼
任
　
　
期

�
平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で

　
委
員
会
は
、
任
期
中
に
４
日
開

催
予
定

▼
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
子
育
て
介
護
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
応
募
者

は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
意
見
を

２
０
０
字
〜
４
０
０
字
程
度
に
ま

と
め
て
提
出
）

※
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま

す
。

▼
締
切
り
　
５
月
２１
日
（
金
）

▼
選
考
基
準
と
結
果
通
知

　
提
出
さ
れ
た
子
育
て
に
対
す
る

意
見
の
内
容
の
ほ
か
、
年
齢
・
地

域
な
ど
を
勘
案
し
て
選
考
し
、
６

月
初
旬
ま
で
に
結
果
を
通
知
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
　
子
育
て
介
護
課�

内
線
３
０
５

　
人
は
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
転
び
や

す
く
な
り
ま
す
。
転
倒
に
よ
っ
て
約

半
数
の
人
が
骨
折
し
、
そ
れ
が
原
因

で
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
や
、
転
倒

の
恐
怖
感
か
ら
閉
じ
こ
も
り
に
つ
な

が
る
人
も
い
ま
す
。

　
転
倒
・
骨
折
は
、
骨
の
も
ろ
さ
と

転
び
や
す
さ
が
重
な
っ
た
時
に
起
こ

り
ま
す
。
骨
の
量
は
年
と
と
も
に
だ

ん
だ
ん
減
り
、
中
に
は
骨
粗
鬆
症
に

な
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
年
を
と

る
と
脚
の
筋
力
と
バ
ラ
ン
ス
能
力
も

低
下
し
て
き
ま
す
。

　
２０
歳
の
バ
ラ
ン
ス
力
を
１
０
０
％

と
す
る
と
、
６０
代
前
半
で
２０
％
ま
で

低
下
、
８０
歳
代
で
は
５
〜
６
％
ま
で

低
下
し
て
い
き
ま
す
。
筋
力
も
同
様

に
低
下
し
ま
す
が
、
動
き
の
少
な
い

生
活
を
送
っ
て
い
る
と
ま
す
ま
す
衰

え
ま
す
。

　
毎
日
ほ
ん
の
少
し
の『
貯
筋
運
動
』

を
す
る
事
で
、
日
々
の
動
き
に
大
き

な
違
い
が
出
て
き
ま
す
。

　
昨
年
４
月
か
ら
毎
月
２
回
、
脚
の

筋
力
強
化
、
太
極
拳
を
取
り
入
れ
た

バ
ラ
ン
ス
維
持
の
動
き
な
ど
を
学
び
、

一
つ
で
も
毎
日
の
生
活
の
中
に
取
り

入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
転
倒
予
防
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
実
施
前
後
で
体
力
テ
ス
ト
を
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
方
の
結
果
が
良
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
意
識
し
て

身
体
を
動
か
す
機
会
が
増
え
た
ほ
か
、

「
体
の
調
子
が
以
前
よ
り
良
く
な
っ

た
」、「
身
の
こ
な
し
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」、「
仲
間
と
共
に

楽
し
く
で
き
た
」
な
ど
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。

　
あ
な
た
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

　
眼
を
あ
け
て
片
脚
で
何
秒
立
つ
こ

と
が
出
来
ま
す
か
。
１０
秒
以
下
は
要

注
意
で
す
。（
実
際
や
っ
て
み
る
場

合
は
注
意
。）
転
ば
な
い
た
め
に
は
、

『
脚
力
の
衰
え
と
バ
ラ
ン
ス
能
力
の

低
下
を
防
ぐ
こ
と
』
と
、『
柔
軟
性

を
保
つ
こ
と
』が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
日
常
の
心
が
け
は
、
ま
ず
、
普
段

の
生
活
の
中
で
ま
め
に
身
体
を
動
か

し
、
そ
の
上
で
筋
力
を
維
持
す
る
簡

単
な
体
操
を
一
日
５
分
間
取
り
入
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
転
倒
予
防
の
体
操
は
、
毎
月
保
健

セ
ン
タ
ー
と
国
府
支
所
で
骨
太
体
操

・
転
倒
予
防
体
操
講
習
会
や
転
倒
予

防
教
室
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
　
子
育
て
介
護
課
　
小
川

�
内
線
３
０
８

　
３
月
２４
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
検
討
委
員
会
は
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
関
し

て
、
検
討
し
た
内
容
を
提
言
書
と

し
て
ま
と
め
町
長
に
報
告
し
ま
し

た
。

　
こ
の
提
言
書
は
、
平
成
１５
年
６

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
今

後
、
町
が
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ

う
な
施
設
が
望
ま
し
い
か
を
町
在

住
の
子
育
て
中
の
方
な
ど
が
３
回

に
わ
た
っ
て
討
議
し
、
専
門
家
の

意
見
を
交
え
提
言
書
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
提
言
書
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
庁
町
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
国
府
支
所
及
び
図
書

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

は
、
親
子
の
交
流
の
場
や
子
育
て

情
報
の
提
供
、
子
育
て
に
関
す
る

相
談
な
ど
の
機
能
を
も
っ
た
施
設

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
　
子
育
て
介
護
課�

内
線
３
０
５
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子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
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�佐藤副委員長から提出

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
●１１０

こ
つ
こ
つ
貯
筋
・
転
倒
予
防

な
ぜ
年
を
と
る
と
転
ぶ
の
か

バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
チ
ェ
ッ
ク

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

協
議
会
委
員
を
募
集

転
倒
予
防
教
室
か
ら



　
今
年
度
の
施
設
開
放
日
は
、
４
園

と
も
、
５
月
か
ら
毎
週
行
い
ま
す
。

ま
た
、
未
就
園
児
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
が
幼
稚
園
の
先
生
と
一
緒

に
活
動
す
る
体
験
入
園
も
、
毎
月
１

回
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
、
最
寄
り
の
幼
稚
園
に
遊
び
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
開
放
日
（
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
前
中
）

・
大
磯
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日

　
�
（
６１
）
０
５
０
５

・
小
磯
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日

　
�
（
６１
）
４
０
９
３

・
国
府
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日

　
�
（
７１
）
０
５
４
９

・
月
京
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日

　
�
（
７１
）
３
０
５
０

※
体
験
入
園
日
に
つ
い
て
は
、
各
園

に
て
日
程
表
を
渡
し
て
い
ま
す
の
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
　
学
校
教
育
課
　
�
内
線
３
２
７

風
が
吹
く
綺
麗
な
髪
が
な
び
い
て
る

僕
は
窓
か
ら
君
を
見
る
だ
け

み

め

ち
ょ
う

見
目
よ
り
は
き
び
し
か
ら
む
に
蝶
に

と
り

と
う

か

つ

な
り
鳥
に
な
り
し
て
桃
花
摘
み
を
り

か
ざ

ば
な

風
花
は
山
か
ら
村
へ
の
お
く
り
も
の

こ
も

ぬ

さ
い
ぎ
ょ
う

き

菰
脱
ぎ
し
松
は
れ
ば
れ
と
西
行
忌

が
ん

み

う
し
な

ゆ
う

空
を
ゆ
く
雁
見
失
ふ
夕
ま
ぐ
れ

て
っ

と
う

山
の
鉄
塔
と
も
り
は
じ
め
ぬ

た

ん

ぽ

ぽ

蒲
公
英
や
ふ
る
さ
と
の
浜
ふ
さ
く
な

り

夏
の
空
と
お
い
雲
ま
で
つ
か
め
そ
う

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
３
月
２８
日（
日
）、
西
行
法
師

ゆ
か
り
の
地
「
鴫
立
庵
」
で
、

第
４７
回
大
磯
西
行
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
午
前
中
の
式
典
で
は
、
献
詠

俳
句
・
短
歌
の
入
選
者
の
表
彰

を
、
ま
た
午
後
か
ら
は
俳
句
大

会
・
短
歌
大
会
を
行
い
ま
し

た
。
各
表
彰
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
・
学
年
は

表
彰
時
の
も
の
で
す
）

◎
献
詠
俳
句
（
一
般
の
部
）

第
一
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
廣
谷
　
和
子

第
二
位
　
平
　塚
　市
　
鳥
海
　
其
礁

第
三
位
　
大
　磯
　町
　
大
塩
恵
美
子

第
四
位
　
大
　和
　市
　
平
綿
　
涼
風

第
五
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
咲
村
千
枝
子

第
六
位
　
八
王
子
市
　
沼
田
　
布
美

◎
献
詠
短
歌
（
一
般
の
部
）

第
一
位
　
大
和
市
　
　
平
綿
　
良
則

第
二
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
滝
　
　
　
澄

第
三
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
廣
谷
　
和
子

第
四
位
　
広
島
県
呉
市
　
宮
原
小
美
枝

第
五
位
　
平
　塚
　市
　
石
黒
　
君
子

第
六
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
星
野
　
澄
江

◎
献
詠
俳
句
（
小
学
生
の
部
）

第
一
位
　
大
磯
小
六
年
　
山
田
は
な

第
二
位
　
国
府
小
五
年
　
川
島
　
　
遥

第
三
位
　
大
磯
小
六
年
　
大
谷
　
彩
乃

第
四
位
　
国
府
小
五
年
　
小
島
　
直
樹

第
五
位
　
大
磯
小
六
年
　
杉
田
恵
実
香

第
六
位
　
大
磯
小
六
年
　
木
村
　
文
哉

◎
献
詠
俳
句
（
中
学
生
の
部
）

第
一
位
　
国
府
中
一
年
　
岩
崎
　
志
帆

第
二
位
　
国
府
中
三
年
　
河
合
綾
貴
子

第
三
位
　
国
府
中
三
年
　
西
村
　
　
彩

第
四
位
　
国
府
中
一
年
　
藤
野
亜
樹
子

第
五
位
　
国
府
中
一
年
　
原
　
　
雅
奈

第
六
位
　
国
府
中
二
年
　
新
井
　
菜
々

◎
献
詠
短
歌
（
小
・
中
学
生
の
部
）

第
一
位
　
国
府
中
二
年
　
佐
藤
　
郁
馬

第
二
位
　
国
府
中
二
年
　
林
　
　
明
子

第
三
位
　
大
磯
中
二
年
　
池
谷
　
耕
作

第
四
位
　
大
磯
中
二
年
　
伴
　
　
成
明

第
五
位
　
国
府
中
一
年
　
山
崎
さ
く
ら

第
六
位
　
大
磯
中
二
年
　
斎
藤
　
幾
央

◎
俳
句
大
会

第
一
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
田
中
　
良
次

第
二
位
　
平
　塚
　市
　
今
村
　
妙
子

第
三
位
　
大
　磯
　町
　
川
村
　
文
英

◎
短
歌
大
会

第
一
位
　
　
　
　
　
　
飯
田
　
ミ
ヨ

第
二
位
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
和

第
三
位
　
　
　
　
　
　
滝
　
　
　
澄

◎
問
い
合
わ
せ

　
経
済
観
光
課
　
�
内
線
２
６
４

町
立
幼
稚
園
の
施
設
開
放
・

体
験
入
園

第
４７
回
　大
磯
西
行
祭

　
６
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、

商
業
統
計
調
査
及
び
サ
ー
ビ
ス

業
基
本
調
査
の
３
つ
の
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
員
が

対
象
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
対
象

　
商
店
や
工
場
、
営
業
所
、
事

務
所
、
旅
館
、
病
院
な
ど
、
す

べ
て
の
民
営
事
業
所
（
人
が
収

入
を
得
て
働
い
て
い
る
場
所
）

が
対
象

■問
　
企
画
室
　
�
内
線
２
０
７

�２�の部　優勝　真間　翔吾
　８分３５秒

�３�の部　優勝　高津　幹夫
　１１分１９秒

�５�の部　優勝　常田　文彦
　２１分２２秒

町民健康ランニング大会結果
（敬称略）

（３月１４日実施）

■問　生涯学習課　�内線３２４

第２４回
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祝
日
開
館
し
ま
す

２００４

　
小
学
生
た
ち
に
好
評
の
「
読
書

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
今
年
度
も

実
施
し
ま
す
。

　
内
容
は
、「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

リ
ス
ト
」
に
あ
る
図
書
を
図
書
館

か
ら
借
り
て
（
一
日
に
つ
き
一
人

一
回
二
冊
ま
で
）
読
み
、
返
却
時

に
書
名
・
著
者
名
な
ど
を
「
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
」
に
記
入
す

る
と
、
ス
タ
ン
プ
が
押
印
さ
れ
ま

す
。
一
枚
の
カ
ー
ド
に
は
五
つ
の

ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
、
集
め
た
カ

ー
ド
の
枚
数
に
よ
っ
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
も
ら
え
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
�

お
は
な
し
会
の
時
間
が
変

わ
り
ま
す
。

郷

土

の

本

話

題

の

本

ビ
ジ
ネ
ス
支
援

懐

か

し

の

本

思

索

の

森

　
図
書
館
に
新
し
く
生
ま
れ
た
コ
ー

ナ
ー
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
か
ら
法
律
・

語
学
に
至
る
ま
で
、
仕
事
に
役
立
ち

そ
う
な
本
を
集
め
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
職
業
に
就
こ
う
か
と
思
案

中
の
方
に
も
、
き
っ
と
参
考
に
な
り

ま
す
。

　
大
磯
町
に
関
す
る
本
で
貸
出
で
き

る
も
の
を
１
ヶ
所
に
集
め
ま
し
た
。

歴
史
、
地
誌
か
ら
自
然
科
学
、
文
学

に
至
る
ま
で
、
郷
土
に
対
す
る
関
心

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
館
に
は
１０
万
冊
以
上
の
図
書
を

所
蔵
す
る
地
下
書
庫
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
眠
る
、
か
つ
て
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
た
ち
の
出
番
で
す
。
折
々
の
テ

ー
マ
で
�
蔵
だ
し
�
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
�

　
毎
月
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
本

の
特
集
を
し
ま
す
。
目
に
つ
か
な
か

っ
た
本
と
の
出
会
い
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
読
書
の
幅
を
広
げ
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
全
集
・
叢
書
類
を
集
め
ま
し
た
。

表
紙
は
地
味
で
す
が
、
中
味
は
濃
い

で
す
よ
。
学
生
さ
ん
た
ち
も
レ
ポ
ー

ト
な
ど
で
手
に
取
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　
そ
の
ほ
か
、
�
旅
行
案
内
�
や
�
日

本
文
学
�
�
外
国
文
学
�
の
配
置
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
な
じ
み
の
場
所
が
変
わ
り
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ぜ
ひ
新
コ

ー
ナ
ー
に
も
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　
土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
「
お
は
な

し
と
紙
芝
居
」
の
開
始
時
刻
が
午
前

１０
時
に
な
り
ま
す
。

　
５
月
３
〜
５
日
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
５
時
（
た
だ
し
６
日
は
休
館
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
図
書
館
　
�（
６１
）３
０
０
２

旧

町民福祉部子育て介護課長

消防本部参事（防災担当）

（消防本部消防総務課長兼務）

町民福祉部子育て介護課主幹

町民福祉部町民課主幹

町民福祉部町民課国府支所担当主幹

消防署第２消防隊主幹

町民福祉部地域協働課副主幹

会計課副主幹

町民福祉部福祉課副主幹

議会事務局副主幹

氏　名

柳川　正夫

岩崎　侯橘

加藤　和男

山口　芳弘

鈴木　孝

真壁　孝久

和田　勝巳

原　　雅幸

仲手川　孝

二宮　和代

新

■部長級
参事（行政改革・企画政策担当）

参事（防災対策担当）

■課長級
町民福祉部子育て介護課長

（町民福祉部老人福祉センター所長兼務）

教育委員会生涯学習課長

（教育委員会生涯学習館館長兼務）

消防本部消防総務課長

消防本部消防総務課主幹

■副主幹級
企画室副主幹

総務部総務課副主幹

総務部財政課副主幹

町民福祉部町民課副主幹

旧

総務部財政課副主幹

町民福祉部町民課副主幹

町民福祉部ふれあい会館次長

（町民福祉部福祉センター次長兼務）

（町民福祉部障害福祉センター次長兼務）

町民福祉部町民課副主幹

都市整備部都市整備課副技幹

総務部税務課副主幹

企画室副主幹

氏　名

長岡　克昌

中村　もと子

斎田　　明

石井　道朗

竹内　一夫

添田　秀穂

福島　　章

新

町民福祉部福祉課副主幹

町民福祉部子育て介護課副主幹

町民福祉部老人福祉センター次長

都市整備部都市整備課副主幹

都市整備部下水道課副技幹

農業委員会事務局副主幹

教育委員会郷土資料館副主幹

旧

参事（行政改革・企画政策担当）

教育委員会生涯学習課長

消防署副署長兼当直司令兼防災担当主幹

消防署当直司令兼通信担当主幹

総務部財政課主幹

町民福祉部地域協働課主幹

氏　名

遠藤　聰太郎

寺井　良廣

青木　敬二

加藤　義昭

田口　元

青木　博文

１６

※副主幹以上

町　職　員　人　事　異　動 （４月１日付）

（３月３１日付）退 職 者

◎問い合わせ　総務課　�内線２１０

今
年
も
や
り
ま
す

　読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー



情報コーナー�情報コーナー�情報コーナー�役場　　61-4100
問い合わせ�
申し込み�

利用申し込み　
　毎月１日から翌月の利用に
ついて、申し込みができます。
�受付　９：００～１７：００
�対象者
�老人福祉センター：おおむ
ね６５歳以上の方。

�岩田記念室内競技場：対象
年齢の制限がありません
が、高齢者の方が優先。

■問　老人福祉センター・
　　岩田記念室内競技場

�（７１）３６５０

日曜日～水曜日
９：００～１７：００

木曜日～土曜日
９：００～２１：００

休館日
１２月２９日～１月４日

　児童、生徒のいじめ、体罰の問
題、家庭内や隣近所のことで困っ
たこと、悩みごと、名誉き損、プ
ライバシーの侵害などの相談を人
権擁護委員がお受けします。個人
の秘密は固く守ります。お気軽に
ご相談を�
�とき　６月１日（火）
　　　　１０：００～１２：００
　　　　１３：００～１５：００
�ところ
　福祉センター「さざれ石」
■問　地域協働課　�内線２３７

�とき　６月３日（木）、８日（火）、
１１日（金）、１６日（水）、２２日（火）
　１３：３０～１５：３０
�ところ　保健センター
�対象　何らかの運動を継続して
いる方（ウォーキングも可）も
しくは、以前ボランティア認定
講習会を受講した方。
�内容　骨太体操と転倒予防体操
の習得
�持ち物　運動できる服装、内ば
き、タオル、飲み物、筆記用具
■問・■申　子育て介護課　�内線３０８

�とき　５月２０日（木）
　１３：３０～１５：３０
�ところ　平塚保健福祉事務所
■問・■申　平塚保健福祉事務所
　　　　�（３２）０１３０

�とき
　５月２０日（木）、６月１７日（木）
　１３：３０～１５：４５
�ところ　平塚保健福祉事務所
■問・■申　平塚保健福祉事務所

（予約制）�（３２）０１３０

特設人権相談所

骨太体操ボランティア養
成講習会（５日間コース）

女性の健康相談

老人性痴呆疾患相談

子育てひろば「子育てぱんだ」

　保健センターの和室を開放しま
す。
�とき　５月１０日（月）、２７日（木）
　９：３０～１２：００
�ところ　保健センター
�対象　未就園児と保護者
■問　子育て介護課　�内線３０８

�とき　５月２１日（金）
　１０：００～１１：３０
�ところ　保健センター
�対象　１歳６か月～３歳までの
お子さんとその保護者
■問　子育て介護課　�内線３０８

　新規に町文化祭に参加を希望す
る団体を募集します。
�開催期間　１１月２７日（土）～２８日
（日）（予定）
�開催場所　大磯プリンスホテル
別館「滄浪閣」
�募集期間　５月６日（木）～２１日
（金）
■問・■申　生涯学習課　�内線３２３

�とき　５月２１日（金）
　９：３０～１２：３０
�コース　役場―妙輪寺―延台寺
―道祖神社―化粧坂公園―善福
寺―高来神社―虎御前化粧井戸
―一里塚―江戸見付―役場
�持ち物　水筒・タオル・保険証
�費用　１００円
※平坦地なので車いすの方も楽し
めます。
■問・■申　子育て介護課　�内線３０８

親子あそびとお話会

文化祭参加団体募集

おおいそ健康ウォーク
～大磯歴史再発見・大磯の起源・高麗寺村を中心に～

より利用しやすくなりました！
老人福祉センター（さざんか荘）
岩田記念室内競技場

利用案内

企画展「灯（あかり）」
　私たちの暮らしに、最も身近
な「あかり」の民具を、江戸民
具街道（博物館）コレクション
を中心に展示します。
�とき　５月２日（日）～８月３１
日（火）
�ところ　大磯町郷土資料館
�主催　江戸民具街道・大磯町
郷土資料館
関連事業
　期間中に、ギャラリートーク
（あかりの実演）をおこないま
す。
�とき　５月５日（水）・９日
（日）、７月１８日（日）・２５日（日）
　午前１１時～午後３時（随時）
�ところ　大磯町郷土資料館企
画展示室・研修室
■問　郷土資料館　�（６１）４７００
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天下の奇祭　相模国府祭を訪ねる

�とき　５月５日（水）　９：３０～
�集合　六所神社
六所神社への行き方
（１）ＪＲ大磯駅より国府津行バ
スで国府新宿下車
（２）ＪＲ二宮駅より平塚行バス
で国府新宿下車
�コース　六所神社―祇園塚―大
矢場（馬場塚）―大矢場（馬場
公園）―守公神社―真勝寺（国
分寺）―国府想定地―神揃山（解
散）（２�　約２時間）
�費用　３００円（保険代含む）
■問・■申　大磯ガイドボランティア
協会　荒金　�（６１）３０５７
大磯駅前観光案内所　�（６１）３３００

教育委員会定例会
　５月２６日（水）　９：３０～
　郷土資料館　研修室
■問　学校教育課　�内線３２２
農業委員会総会
　５月２５日（火）　１３：３０～
　国府支所２階　会議室
■問　農業委員会　�内線３５８

会議開催のおしらせ

休日急患診療　在宅当番医

�とき　５月１０日（月）、１７日（月）、
２４日（月）　　１４：００～１５：３０
�ところ　岩田記念室内競技場
�講師　簑島早苗さん
　（日本武術太極拳連盟指導員）
�定員　３０名
�持ち物　運動できる服装、タオ
ル、室内シューズ
�締め切り　５月９日（日）
■問・■申　町太極拳協会
　曽根田　�（６１）０３９９
　大喜多　�（６１）４５８１

　大磯マーチングバンドで音楽会
を開催します。
�とき
　５月１６日（日）　１３：００～
�ところ　国府小学校体育館
�出演　マリンエンジェルス、国
府小学校金管クラブ
�ゲスト　雨宮　靖和（元読売交
響楽団打楽器奏者）
�主催　大磯マーチングバンドマ
リンエンジェルス
■問　戸塚　ゆかり　�（７１）３９２２

初心者太極拳無料講習会

さわやかコンサート

こころの健康相談

　心の悩みや病気でお困りの方や
その家族の相談
�とき　５月６日（木）、１２日
（水）、１８日（火）、２７日（木）
　１３：３０～１５：４５
�ところ　平塚保健福祉事務所
■問・■申　平塚保健福祉事務所
　　　　（予約制）�（３２）０１３０

�とき　５月２３日（日）
　１０：００～１５：００　
　※荒天時　６月５日（土）へ延期
�ところ　江ノ島ヨットハーバー
�対象　高校生以上の１０名程度
�持ち物　濡れても良い服装、タ
オル、着替え等
■問・■申　町体育協会ヨット部
　　　　味村　�（６１）４２３７

�とき
�基礎編　５月１７日（月）・１９日

（水）・２１日（金）
�土曜編　５月２９日（土）
　　　　　１３：００～１６：１５
�ところ　湘南老人ホーム
�対象　高齢者を介護している、
または介護に関心のある人
■問　湘南老人ホーム　�（７６）７５８０

休日当番医は、都合により変更と
なる場合がありますので、事前に
消防署へご確認ください。
◎問い合わせ
　大磯町消防署　�（６１）０９１１
　二宮町消防署　�（７２）００１５

町民ヨットスクールの
開催と部員募集

家庭介護教室

まず、あなたの主治医の都合を聞いた
上でご利用ください。
　診療時間　・午前９時～１２時
　　　　　　・午後２時～５時

日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話

２ 日 二宮診療所 内・循・外・消・整 二宮町二宮１３０５ ７１‐０２０１

３ 月 国谷外科医院 外・整 大磯町大磯９４９ ６１‐０２３８

４ 火 湘南大磯クリニック 内科のみ 大磯町東小磯３５ ６１‐３１０９

５ 水 たけすえ小児科 小・内 二宮町二宮９０４ ７１‐９７３５

９ 日 前田医院 内・小 二宮町二宮３３７ ７１‐０２１４

１６ 日 森田内科医院 内・呼・消・循・小 大磯町東小磯１０‐１ ６１‐８８８７

２３ 日 横山医院 小・循・内 二宮町二宮１０４８‐２ ７２‐２５８０

３０ 日 加藤クリニック 内・循・小 二宮町百合が丘２‐４‐１ ７１‐８４４３

月 日（曜日） 時　　間 場　　所

５月

１１日（火） １３:３０～１５:００ 国府支所
１７日（月） １３:３０～１５:００ 国府新宿福祉館
１９日（水） １３:３０～１４:３０ 石神台公民館
２３日（日） １６:００～１８:００ 国府新宿福祉館
２４日（月） １３:３０～１５:００ 保健センター

６月

７日（月） １３:３０～１５:００ 国府新宿福祉館
１６日（水） １３:３０～１４:３０ 石神台公民館
１７日（木） １３:３０～１５:００ 国府支所
２１日（月） １３:３０～１５:００ 国府新宿福祉館
２７日（日） １６:００～１８:００ 国府新宿福祉館
２９日（火） １３:３０～１５:００ 保健センター

骨太体操と転倒予防体操講習会 ■問　子育て介護課　�内線３０８

防災スポット

（６１）５１５１

�火災発生のときは、火災情報に
きりかわります。

�休日には急患診療の在宅当番医
を案内しています。

■問　消防署　�（６１）０９１１

５月の日程表

火事と救急
	月の出動状況

消防車…１２件（火災出動２、救助出動０、警戒出動０、その他出動１０）
救急車…１２３件（急病８４、交通事故１７、一般負傷１４、その他８） １８



相談のご案内［�月］

�勤務場所　照ヶ崎プール
�職　　種　プール受付員
�人　　員　２人程度
�給与（日額）　６０００円
�期　　間　７月１日～８月
３１日
�提出書類　履歴書１通
�応募資格　１８歳以上の健康
な方
�締　切　り　５月２４日（月）
�採用決定　６月１１日（金）
までに連絡します。
■問・■申　経済観光課

　�内線２６４

優良運転者の表彰申請を受付

�表彰の種類と資格要件
�常に自動車を運転され、過去５
年・１０年・１５年・２０年の各期間
無事故、無違反の安全協会会員
�過去に同種の表彰を受けたこと
のない者
�受付　大磯地区交通安全協会
�１５年・２０年表彰
　６月１５日（火）まで
�５年・１０年表彰
　７月１日（月）～９月１５日（水）
�持ち物　免許証、認印
�費用　７００円（無違反証明交付
手数料）
■問　大磯地区交通安全協会
　　�（７３）１３５０

相　談　名 相談内容等 と　　　き と　こ　ろ 問い合わせ

人 権 相 談 家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近
所とのもめごと、いじめ、体罰等

１３日（木）
１３時～１６時

福祉センター
「さざれ石」

※法律相談の予約は
５月６日（木）から
です。

地域協働課
�内線２３７

行 政 相 談
年金・医療保険・登記・道路・行
政機関の窓口対応など国の行政に
対する苦情・意見・要望等

法律相談（予約制）
相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害
・債権・債務等、日常生活の中の
法律的な問題

１３日（木）
２０日（木）
１３時～１６時

消費生活相談
物品、サービス等の契約に関する
トラブル、解約手続き、商品や訪
問販売に関する苦情等

毎週水曜日・金曜日
９時～１５時３０分
（ただし、祝日は除
きます）

役場町民相談室
※二宮町消費生活相談窓
口でも相談できます。
�（７０）３１６３
月・木曜日
　９時３０分～１５時３０分

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさま
ざまな悩み、相談

１８日（火）
１３時～１５時３０分

福祉センター
「さざれ石」

社会福祉協議会
�（６１）９３９０

電話教育相談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～１６時３０分

大磯町立小磯幼稚園内
大磯町適応指導教室 �（６１）８７９５

ヤングテレホン いじめ・不登校・非行等、電話に
よる相談　対象…青少年と保護者

毎週月曜日～金曜日
８時３０分～１７時 生涯学習課　　　 �内線３２３

照ヶ崎プールの
アルバイト募集

ゆずります！ゆずってください！

不用品登録情報
○ゆずります
エレクトーン、Ｂ型ベビーカ
ー、チャイルドシート、赤ち
ゃんのかごなど
○ゆずってください
ベビー用バスチェア、ベビー
カー、自転車など
�不用品の登録や斡旋の受付
　８：３０～１７：００
○不用品の登録状況は、ホー
ムページでもご覧いただけ
ます。
○交渉は当事者間でお願いし
ます。
○連絡時点で取引が成立して
いる場合もありますので、
ご承知ください。
■問　地域協働課　�内線２３７
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。

●
第
３
次
行
政
改
革
実
施
計

画
を
策
定
の
記
事
中

・
変
更
に
な
る
制
度
（
４
月

１
日
か
ら
）
の
中
に
「
小
児

医
療
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成
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象
を
小
学
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学
前
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で
引
き
上
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」
が
あ

り
ま
す
が
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月
１

日
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ら
を
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て
い
ま
す
。

・
心
身
障
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成
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は
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間
５０
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が
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は
年
間
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で
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●
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品
の
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介

に
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り
が
あ
り
ま
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潮
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史
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潮
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（
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だ
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き
る
人
　
　
加
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（
中
２
）

●
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館

時
間
の
変
更

・
４
月
１
日
か
ら
の
開
館
時

間
は
、
火
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
と
あ

り
ま
す
が
、
正
し
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は
火
曜

日
〜
日
曜
日
の
午
前
９
時
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ら
午
後
５
時
で
す
。

■問
　
企
画
室

�
内
線
２
０
７

お
詫
び
と
訂
正

※注意　消費生活相談、電話教育相談、ヤングテレホンは、いずれも１２時～１３時の間はお休みします。

気象情報
	月

最高気温　２０．２�　　平均気温　９．３�　　最低気温　－０．２�
総　雨　量　１０５．０�１９
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旧野村研修所跡地�

障害福祉�
センター�

平塚学園�
グラウンド�

大磯運動公園�

城山公園�

国道1号�

ＪＲ東海道線�

町
道２１号

�

至
二
宮�

至
平
塚�

２０

国府祭は、相模の六社が集う祭りで、神奈川県
の無形民俗文化財に指定されています。
神揃山では、相模国の成立にあたり論争の模様

ざ もん どう

を儀式化した神事である座問答が行われます。
大矢場（現馬場公園）では、国司祭や三種類の

さぎ

舞が奉納され、鷺の舞は天下泰平を、龍の舞は五
穀豊穣を、獅子の舞は災厄消除を祈願すると伝え
られています。

▼と き ５月５日（水）

▼ところ 神揃山・馬場公園

◎問い合わせ 大磯町観光協会 �（６１）３３００

旧野村研修所跡地の一般公開
大きな広場がある緑豊かな環境です。お弁当を
持ちながら是非いらしてください。

▼と き ５月１日（土）～５日（水）
午前９時～午後４時

▼ところ 旧野村研修所跡地

▼その他 ・現地に駐車場を用意しています。
・敷地内には足元が悪い箇所もありま
すので、運動靴など歩きやすい服装
でお越しください。
・当日アンケートを実施しますのでご
協力ください。
・雨天時は中止となります。

◎問い合わせ 都市整備課 �内線２３５

（さがみこうのまち）

�座問答

鷺の舞�

人口３２，４１９人（△３４） 男１５，８３０人（△２１） 女１６，５８９（△１３）
世帯１１，６０６世帯（＋１５）（ ）は前月比

今年も安田不動産㈱のご協力により、旧安田財
閥、安田善次郎翁の旧別荘を一般公開します。
歴史と文化に恵まれた大磯の風情を感じながら、

休日のひとときをお過ごしください。

▼と き ５月３０日（日）
午前１０時～午後４時

▼ところ 大磯町大磯４９６ 安田不動産㈱大磯寮（大
磯駅から徒歩５分）

◎問い合わせ 大磯町観光協会 �（６１）３３００

８８８８８８８４４４４４４４

※このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
企画室 �内線２０７

よしかわ あき よ

�川 明世ちゃん 平成１３年６月５日生
雅明さん、真由美さんの長女

「３０年前にパ
パも着たんだよ」
っておばあちゃ
んが着せてくれ
たの。似合うで
しょ。

見
目
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り
は
き
び
し
か
ら
む
に
蝶
に
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つ

な
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鳥
に
な
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し
て
桃
花
摘
み
を
り

大
和
市

平
綿

良
則

（
評
）畑
に
桃
の
花
を
摘
ん
で
い
る
農

作
業
の
歌
で
す
。
桃
の
花
は
少
女
の

よ
う
に
愛
ら
し
い
。
そ
の
花
に
囲
ま

れ
た
姿
は
、
確
か
に
厳
し
い
作
業
の

よ
う
で
す
が
、
あ
た
か
も
花
に
睦
む

蝶
や
鳥
の
よ
う
だ
と
作
者
は
歌
い
ま

す
。
見
事
な
比
喩
で
す
。
ま
る
で
桃

源
郷
に
花
を
摘
ん
で
い
る
か
の
よ
う

に
思
わ
れ
て
、
明
る
い
世
界
が
明
け

ま
し
た
。
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町の人口と世帯
�月�日現在
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